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 会津美里町では、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の定めにより、町長と教育

委員会が緊密に連携し、地域の実情に応じた教育行政を推進するため、会津美里町総合教育

会議を開催しています。 

 この会議では、次に掲げる事項について協議するとともに、町長と教育委員会の事務の調

整を行っています。 

 

１．教育、学術及び文化の振興に係る大綱の制定 

 ２．教育を行うための諸条件の整備その他の地域の実情に応じた教育、学術及び文化の振

興を図るため重点的に講ずべき施策 

 ３．児童生徒及び幼児の生命又は身体に現に被害が生じ、又はまさに被害が生ずるおそれ

があると見込まれる場合等の緊急の場合に講ずべき措置 
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令和４年度第１回会津美里町総合教育会議 

 

Ⅰ. 日     時   令和４年８月 23日（火）午前 11時 00分 

 

Ⅰ. 場     所   会津美里町役場 本庁舎 大会議室 

   

Ⅰ． 出  席  者   町       長  杉 山  純 一 

 

教 育 長  歌 川  哲 由 

 

教育長職務代理者  小 関 れい子 

 

 委       員  武 藤  周 一 

 

             委       員  山 内 一 枝 

 

          （町側出席者） 

法第１条の四第５項に定める関係者 

 

             総 務 課 長  金 子 吉 弘 

 

 

政 策 財 政 課 長  國 分 利 則 

 

 

             

Ⅰ．事 務 局    こ ど も 教 育 課 長  渡 部 雄 二 

 

             こども教育課主幹兼指導主事 小 野 泰 弘 

 

                          こども教育課長補佐  目 黒 裕 樹 

 

                        生 涯 学 習 課 長 補 佐  鵜 川  晃 

              

             生涯学習課生涯学習係長  小 林 一 成 

 

             学校経営アドバイザー  長 嶺 𠮷 浩 
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令和４年度第１回会津美里町総合教育会議次第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 協議 

 （１）部活動の地域移行について 

 

 （２）各施設の申請方法の統一及びシステム導入について 

 

 （３）その他 

 

  ４ その他 

   

 

５ 閉会 
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○開会時刻 午前 11 時 00 分 

 

 

  １．開会 

 

こども教育課長 定刻より若干早いのですが、皆さんお集りですので、令和４年度第１回総

合教育会議を始めたいと思います。 

       町長より挨拶をお願いいたします。 

 

 

２．町長挨拶 

 

町長     みなさん、おはようございます。 

今日は令和４年度第１回の会津美里町総合教育会議にご出席をいただきまし

て、誠にありがとうございます。 

総合教育会議の趣旨をご理解いただいていると思いますけれども、我々執行

部と教育委員会の皆様、町の教育課題を共有して、町の教育行政をしっかりし

たものにしておこうということでの開催となります。今日は二つ協議事項があ

りますが、色んなご意見をいただきながら進めて参りたいと思いますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

こども教育課長  ありがとうございました。３番の協議に入ります。 

      座長を町長にお願いいたします。 

   

 

３．協議 

 

町長     それでは協議に入らせていただきます。 

（１）部活動の地域移行について教育長から説明をお願いいたします。 

        

教育長    （１）部活動の地域移行について（資料により説明） 

          

町長     教育長から説明をしていただきました。何か皆さんからあればお話しいただ

ければと思います。質問やご意見があればお願いします。 

 

委員     これはもう決まってこのまま進んでいくということでしょうからね。 
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教育長    国は中々一斉には難しいと理解していると思いますので、令和７年度までの

尻尾は切りながらもその後も順次できるところから移行していくことを最近

は言い始めているところです。 

 

委員     このお話の各学校でこれに向けての取り組みが色々始まってはいると思う

のですが状況としてはどうですか。 

 

教育長    今実際にですね、各中学校一人位ずつ外部コーチの方がボランティアで入っ

て、教員が指導できない部活動を専門的に指導している。頻度はその方によっ

て違うと思うんですが、夕方学校に来てくれて、部活動の時に指導してもらっ

ている。それから先ほど説明しました生涯学習事業の地域学校協働活動で学校

の応援ボランティアに登録されている方が謝金を貰いながら学校に行って部

活動の指導をする。これが高田中の卓球と新鶴中のバドミントンと本郷中の陶

芸部ですね。この間新聞にも出ていましたが、そのような形で今進んでいると

ころです。 

 

委員     外部からの指導者ということで、かなり前から取り入れてやっていますが、

実際には中々指導者がいないのが現状なのではないでしょうか、私が見る限り。

皆さん仕事を持っておられたり、意欲があっても中々。となるとやっぱり先生

にお願いしているのが今までですよね。 

 

教育長    そうですね。日本の部活動の在り方があって、学校の教員がやっているので、

終業してから夕方の時間に引き続きやるパターンが日本のやり方ではありま

す。例えばアメリカとか北米ですと、一時帰宅して夕ご飯を食べて６時７時位

から集まって、夜の９時位までやるというのが実例ですね。多分日本も将来地

域移行が完了すれば、指導者の問題もあるのでそんな形にもなってくるのかと

思っています。そうなると夜間の移動が伴うので、交通手段が非常に問題にな

ってくると考えています。 

 

委員     クラブチームみたいなものも含めてですが、出来やすい種目と中々出来づら

い、我々のような地方は特に出来づらいですよね。都市部とは一律には一緒に

は考えられないというところはありますよね。こういうことで進んでいくんで

しょうから、これに乗っ取って我が町として出来ることを協力しながら色々や

っていくという事でしょうね。教育委員会としてもですね。 

 

委員     今までの中体連を中心にしながら大会という感じのスポーツ関係と子ども

から老人までというようなので、本当に大幅にひっくり返るような感じのやり

方なんだろうと思うんですけど。今すぐには難しいなと思うと同時に、全家庭
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というか全児童が皆一人一人を誰も取りこぼさないとなった時に、今は先生が

その後やるから全員がやれるけれども、一回家庭に帰ってから、それからまた

出てくるとなると、大きく社会構造が変わっていかないと中々難しいなと思い

ながらも、そういう時期には来ているんだろうと感じはしないでもないです。

今までの日本の取り組みだけでは子どもたちが一方向だけに偏ってしまって、

文化科学とか、生涯学習みたいなスポーツに取り組むとか生き方もそういう中

から学んでいくというところもあると思うので、そんな風にはしていく必要が

あるというところは理解しながら。難しいなとは思うんですけれど。あともう

一つはここにも時々書いてあるように今まで、高田中は陸上で全国大会を目標

にやっていますよね。そこでやっていた子ども達はどういう風になっていくの

かなというところもすごく不安なところがあって。あれだけ専門的にやってき

て全国に響くようなことなので、ああいう能力のある子ども達はどんな方向で

行くのかなっていうのは心配なところもあるのですね。この間もそんな話があ

りましたが。まだまだ私の頭の中ではどうなっていくのかなって感じなんです

が、素朴な疑問でした。 

 

教育長    それはこの競技志向の子ども達などは優秀な指導者、コーチのいるところに

は集まりますから。恐らくその優秀な指導者の下に本当に遠くから親が連れ

てきて一緒に活動させたいなんてことはあるんでしょうね、熱心な親御さん

とか子どもさんなら。だから学校という単位に留まらず逆にその優秀な指導

者の下に組織としてクラブチームかなんかが出来れば色んな所からたくさん

子ども達が集まって本当に競技力の高いチームが出来ていくなんてこともあ

り得るでしょうから。やはりその遠隔地から行くのは難しいとか交通手段と

か様々な物理的障害が多いのかなと思うんですよね。実際に郡山でも何処で

も週末に週１回、２回とか連れて行っている親御さんいらっしゃいますから

ね。 

 

委員     オリンピックに参加するようなお子さんなんかは、みんなそういう形で家庭

が全部で応援しているところがあるんですよね。 

 

教育長    日本はもう部活動はど根性物語で一つの競技にずっと野球しか知らないと

かやっていますけれども、複数の競技って結構外国ではやっているので、私が

カナダに行った時にホームステイした家のお嬢さんなんかはカナダのトラン

ポリンのジュニアチャンピオンでしたがバレーボールも普通にやったり水泳

をやったり色んな事やってましたから。かえってそれが良いっていう話もあっ

たりして。 

 

委員     大きく変わっていくということですね。 
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委員     テーマは昔からずっと言われてきて、今回部活動に特化していますが、総合

型の地域スポーツというのは本当に何十年も前から言われてきているんです。

全然進行していない進化していないんです。部活動の話が問題になったのは全

国的な話でいうと柔道の話とかですね。スパルタでやってきて全国大会目指し

てどんなに厳しい指導でも容認されてきた話が今は時代が変わって中々難し

くなってきているというのがあると思うんです。これは最終的に理想的な姿っ

ていうのが、将来像っていうのが、中々私これは伺ってもよく見えてこないと

ころがありますけれども、将来像でここの文章の中にも書いてありますが、保

護者、小中学校、学校の子供たちと保護者へのアンケートとありますが、今の

部活動の在り方とか、スポーツクラブの在り方とか含めてですけれど、保護者

と子ども達、こういったことに対する意識、認識というのは、共通、同じよう

な次元に立っているのかが心配なんです。つまり、部活動というのは学校でや

るもんだとずっと頭の中にインプットされていて、それが変わりますよという

のを誰でも簡単に受け入れていくことができないんじゃないのかというそれ

がまず一つありますよね。本当に変えていくんだとすると、町長、申し訳ない

ですが、例えば教育委員会の問題ではなくて町としてのこういったことを含め

た、大きな視点で捉えていただいて、環境整備、人材も含めて、財政的なこと

も含めてトータルでものを考えていただかないとかなり難しんじゃないかな。

要するに教育委員会サイドで解決できるような話じゃないんじゃないかなと

いうのが、まず大まかに捉えても、そんな感じがしてならないんですよね。だ

から部活動っていう言葉で集約されていますけど、でも私はなんか少し違うの

かなっていうのが、ずっとあるんです。そういう心配はあります、これに関し

ては。 

 

町長     違うもんね。色々協力っていうか出来ることは当然やんなきゃいけないとい

う風には思いますけれど。また色んな課題が出てくるでしょうから、それを一

つ一つそれに対応していくってことでしょうなんでしょうね。 

 

委員     ３年間で一応、形はみさせてくれってことなんでしょうからね。具体的にや

っていかないといけないでしょう。 

 

教育長    部活動というものがあって、それを地域に移行するという説明の仕方をされ

ると部活動ありきになってくる。そうではなくて地域の社会教育体制を全部整

備した上でそこに子どもが混ざっていける環境を作っていくっていうのが、ま

ず、受け方が違うんですよね。委員がご心配されたのは後者のような完成像を

目指した場合に、やはりそういう風な総がかりでのやり方が必要なんだろうと

いう事だと思うんですけどね。国も理想はそうだと言っているんですよ。文科
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省も出来る限りお金を出したいと言っているんですけれど、恐らくそんな財布

は無いので。私が思っているのは今、教員が土日等に特別勤務手当ということ

で１回３千６百円ですか、４時間以上勤務すると貰っていますけれど、その金

を全部プールして、それをやらなくなりますからね、教員が。そうするとその

金を再配分する位しか考えてないのかな。スポーツ庁はいわゆるスポ―ツ宝く

じの収益金を充てると言っていますが、文科省サイドはギャンブルの金を青少

年の健全育成に充てるのはいかがなものかとも言っていますし。中々難しいと

ころはあるのかなと。 

       

委員     教員の方でもしっかり生きがいを持ってやってる方もいらっしゃるので。 

 

教育長    部活動命の方も。 

          

委員     命の方もいらっしゃるので。そういった方々もしっかり出来るような仕組も

作っていかないといけないですよね、やっぱりね。 

 

委員     特に運動部は休みがあるのか、というところもありますからね。 

 

委員     文化的なところもレベルが高いところはスポーツと一緒ですよね。休みなし

でやっていますからね。 

 

委員     同じですよね、同じです。合唱なんかもそうですけど。 

 

教育長    会津若松市はですね。先行して部活動の週末合同部活動っていうのをやって

います。北会津地区で総合型地域スポーツクラブがありますので、北会津中

学校の子ども達を対象に週末だけそこのスポーツクラブで部活動をやります

からそちらに加入してくださいと案内をしたんですね。そして中学一年生に

加入の状況を案内してみたら、約半分しか入らなかったんですね。半分の子

は土日もそこに行ってやりますけれども、あとの半分の子は週末は休みとい

うことが起こった。それが今後また現実になっていくのかなという気がしま

すね。 

 

委員      雑談ですけども、ある時にある中学校の先生に聞いた時があるんですけど

も、部活動は大変ですよねって言ったら、いや部活動を無くしてしまったら、

中学生が色々な生徒指導の問題を起こす可能性もあって大変だと思うから、

やっぱりあれは必要ですよねと、中学校の先生が言っていた時があったので

今の話を聞くと。 
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委員      何とも言えないですけどね。 

 

委員      何とも言えないですけど、そういう方もいらっしゃって、結局今の体制を

崩した時にやるやらないの問題もあったりして、先ほどの一人も取りこぼさ

なみたいな。色んな所にも、ちょうど分岐点なんでしょうけれどもね。そん

なところもありましたから。考えていく必要がある。 

 

教育長     全国の都市教育長協議会の中でもそういうご意見が出て、今部活動を無く

したら土日暇になった子ども達は一体どうするんだと心配をされる方が多

数いらっしゃったという。でも、今はそういう流れ、時代ではなくなってき

ているという感じです。 

 

町長      ではこれに関してはよろしいでしょうか。ありがとうございます。 

       （２）の説明をお願いいたします。 

 

        

生涯学習課長補佐 （２）各施設の申請方法の統一及びシステム導入について（資料により

説明） 

 

町長      説明は以上ですか。ありがとうございました。説明が終わりました。今の

件で何かあればお伺いをいたしたいと思います。 

 

（なしの声あり） 

 

町長      ありませんか。なければこのような形で進めていくということでご了解い

ただければと思います。ありがとうございます。その他に移ります。その他

何か事務局からありますか。 

 

こども教育課長 ありません。 

 

町長      ありませんか。委員の皆さんから特別ありませんか。なければ協議を終了

させていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

こども教育課長 ありがとうございました。 

 

４．その他 

 

こども教育課長 それでは４番のその他に移りたいと思いますが、皆様方から何かございま
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すでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

教育長     第２回の開催見込みはありますか。検討中ですか。 

 

こども教育課長 第２回はですね、検討中、やっぱり年が明けてしまう可能性はあるかとは

思いますが、出来るだけ早めに開催したいと考えております。また、今回設

定した時間が短かったかと思いますので、その辺も併せて検討してまいりた

いと思います。 

 

  ５．閉会 

 

こども教育課長 それでは貴重なご意見をありがとうございました。 

       これをもちまして、令和４年度第１回会津美里町総合教育会議を終了させて

いただきます。どうもありがとうございました。 

 

○閉会時刻 午前 11 時 55 分 


